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　１はじめに 

　房総沖では、太平洋プレートとフィリピン海プレートが沈み込み、大正関東地震や、延宝地震、房総沖ス

ロースリップなどの様々な地震学的イベントが起こっていて、この地域の地震波速度構造や地震活動を調べる

ことは重要である。寺田・他（JpGU, 2016）は海底地震観測も含めた自然地震データを用いて、房総沖の3次

元地震波速度構造を求め、震源の再決定を行った。その結果、沈み込んだ太平洋プレート内に二重深発地震面

を確認した。本研究は、この二重深発地震面の震源メカニズムから太平洋プレート内の応力状態を求めるもの

である。特に2011年東北地方太平洋沖地震の前後での変化について議論する。 

 

　２．データと解析方法 

　使用データは、Hi-netの波形データと2009－2010年の海底地震観測（白鳳丸KH09-3航海などによ

る）、2011年東北地震後の海底地震計を用いた余震観測（2011/3/15-6/30）である。寺田・他（JpGU,

2016）によって再決定された地震のうち、太平洋プレート内の二重深発地震面にある地震を抜き出し、P波の

押し引きを検測した。地震の深さは70－140㎞程度である。寺田・他が決定した3次元地震波速度構造から射

出方向、射出角を求め、グリッドサーチで最適な震源メカニズムを求めた。 

 

　３．結果 

　2011年東北地震前は、二重深発地震面の上面では沈み込む方向に圧縮が卓越する地震が多く、下面では沈

み込む方向に伸長が卓越する地震が多かった。これは、東北地方などで一般的に見られる二重深発地震面の応

力状態と同じで、プレートのunbendingを示していると考えられる。これに対し、2011年東北地震後は、上

面、下面とも沈み込む方向に圧縮が卓越する地震が多くみられた。これは、2011年東北地震によって太平洋

プレートが浅部で下方に動いたため、この二重深発地震面がある深さでは太平洋プレート内が圧縮になったた

めと考えられる。 
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